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現在、盲人や弱視者の誘導・停止用と  

して一般的に使われているものに、黄色  

系を基調とした点字ブロックがある。こ  

のような、点字ブロックは、薄暗くなる  

夕方から夜間にかけては、誠別しにくく  

なるという機能上の問題がある。黄色の  

点字ブロックを、杖に組み込んだ黄色識  

別センサーで識別するという研究が行わ  

れているl〕。   

また、黄色の点字ブロックは、常に黄  

色であるために、歩道の景観デザインの   

1．序論   

近年、都市景観を考えるうえで調和が  

重要視されている。人工建築物が周囲の  

韓境と調和を保っているか（例えば、高  

層建築物と月然との景観、電柱や電線と－  

街並みの景観、歩道のデザイン等）、建築  

物は本来の械能を損ねないように留意し  

て、周囲との調和を保つように設計施工  

されている。  



親点からしばしば間檻になることがある。  

本研究では、通常の状態では、任意の配色を  

可能にし、弱視者には、天候や時間にかかわ  

らず舐別しやすい光ライチイン   

本研究では、通常の状態では、任意の配色  

を可能にし、弱視者には、天候や時間にかか  

わらず触別しやすい光ライティング点字ブ  

ロックシステムのための無線を利用した、O  

N／0椚Fスイッチ回路の試作を試みた。ま  

た、点字ブロックは、宮人に対しても誘導■  

停止用になっているが、これについては、従  

来通りブロックに凹凸を残すことにより支  

障なく利用で苦る。  

まず、弱視者が光フライパーを埋め込んで  

ある点字ブロックに近づくと、センサーが弱  

視者が近づいたことを検出し、光源捉勤装置  

が作動して通竜され、進行方向敷メートル以  

内の点字ブロックを点灯させて誘導機能を  

発揮する。そして、弱視者が点字ブロックか  

ら遠ざかるにつれて消灯していき、色感的に  

は通常の舗装道路として見えるというシス  

テムである．   

また、本システムは点字ブロックから託せ  

られる光線の方向（光軸）と弱視者の歩行中  

の自然な視軸とを一致舌せるように工夫し  

てあり、晴天の日中であっても少ない光量で  

効率よく誘導機能を発揮できるようにして  

ある。さらに本システムでは、弱視者が通行  

中であることを健常者である一般の通行人  
乱システムの概事   

理想的な弱視者誘導システムの概要を図1  

に示す。  

光源装層   

囲l弱視者誘導システムの概要  
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で、その信号をパラレルの信号へと直列一並  

列変換回路により変換し、比較回路に導く。  

比較回路で、その人ってきた信号が弱視者を  

示す信号か否かを判断し、弱視者を示す信号  

のと卓は、その信号がタイマ・リレー駆動回  

路へと入っていき、リレー回路を駆動し光源  

装置がONになるというものである。  

は点字ブロックの点灯により容易に知るこ  

とができ、弱視者がより安全に歩行しやすい  

ように配慮できるという特徴も兼ね備えて  

いる。   

このようなシステムを作動させるために  

は、一般人と弱視者とを識別すること必要が  

ある。   

本システムでは、弱視者には特別な信号を  

発信する送借機を持ってもらい、その特定信  

号だけを受信したときにのみシステムが作  

動し、点字ブロックを点灯させる。そして、  

その時定宿号が入ってこなければ光源装潅  

がOFFになり、消灯する仕組みである。   

今回試作した誘導システムのON／OFF  

装置のブロック図を国王に示す。   

まず、クロック発振回路で、信号発生回路  

を動かすための基準となるクロック信号を  

作り出す。信号発生回路において、弱視者で  

あることを示すパイプェーズのディジタル  

信号を作り出し、その停号をFM変調して、  

送信する。その飛んできたFM電波をFM受  

借機で受信し、その受信した信号を符号・ク  

ロック復調回路にぉいて符号とクロックを  

復調し、その借号はシリアルの信号であるの  

3．回路構成   

図2のブロック図に、従って今回試作した  

回路の構成・動作を示す。  

3．1クロック発振回路   

クロック発振回路には、タイマIC555  

を用いてクロックパルスの周波数を1kH王  

とし図3のように、デューティー比を、6  

巨－ユ」  

、tニ；【≒i  
図3 クロックパルス  
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0兜となるように設定した。電源電圧は5V  

である。  

（マルチプレクサ1）は、そのままで他方（マ  

ルチプレクサ2）は、NOT回路を介して接  

続してある。Dが●Low● であれば、マルチ  

プレクサ1のストローブ入力が●hw－ と  

なるので、A・月・Cによりデータ入力信号  

DoかちDTまでのなかで1つを選択し、  

NANDゲートに加わるようにする。反対に  

Dが、■High●になると、マルチプレクサ  

2が動作する2）。  

乱皇 居早発生回路   

今回作製した信号発生回路を国4に示す。  

弱視者であることを示す、特定ディジタル信  

号を生成する回路であるが、安倍側で信号検  

出した必要なクロックパルスを再生させる  

ために、パイプエーズ符号（1データ・セル  

の中央に必ずエッジがあり、そのエッジの向  

き（上／下）によりデータ（0／1）を示す  

符号）を用いることにした．手持ちの8ビッ  

トのマルチプレタサ741占1を皇個使い、8  

ビットずつ、合計1t；ピットの信号をパイプ  

エーズ符卑として送るようにした。クロック  

発振回路の出力をカウンタICに入力に接続  

し、カウンタICのデータ選択信号Dを2つ  

のマルチプレクサのストローブ入力に、一方  

3．a】和正迭個機   

送信機とし今回は市販のFMトランスミ  

ッタを使用した。  

3．4 FM安宿機   

今回は受信機には、市販の聞ラジオ任用  

した。ラジオのイヤホンジャック端子から  

FM復調信号を出力させる。  

図4 信号発生回路  
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乱5 符号・クロック復職回路   

FM受信機出力由パイプェーズ符号から、  

システムが動作するのに必要な信号及びク  

ロックを再生する回路である。  

フェーズ・コンパレ一夕、電圧制御発振器  

（VCO）から構成されているPLL（Ph且馳  

L飢虫ed1月op）回路とフリップフロップ回路  

を用いて構成してある．   

今回作成した復調回路の図を図581に示す．   

まず、バイフェーズ符号を微分して立ち上  

がり／立ち下がりで●Hi如■を出力する微  

分波形を得る。VCO出力をFFl（Dフリッ  

プフロップ）で1／2の周波数にしてフェー  

ズ・コンパレ一夕（PC2）に入力する。これ  

によって、VCO出力は入力信号の2倍の周  

波数になる．   

押2（Dフリップフロップ）の出力は  

FFlの出力と位相が900ずれた侶号T）が  

得られる。これは、符号のデータ・エッジ近  

傍で†Hi打、1データ・セルの境界の近  

傍でLow●であるから、●hw●の期間は  

微分波形に対する位相比較を禁止する。即ち、  

周期がパラバラになっている微分波形に対  

して、AⅣDを取ることにより一定間隔のパ  

ルス信号（励G．Ⅰ州を得ることができる。   

F陀の出力の立ち上がりエッジでパイプ  

エーズ入力備考をラッチすると、データ出力  

が得られる3）。  

乱6 直列一並列変換回路   

今回は、手持ちの4ビットシフトレジスタ  

を2つ用いることにより、8ビットシフトレ  

ジスタとして回路を構成した。  

困5 符号・クロック復調回路  
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符号復調回路からの出力信号はシリアルの  

8ピットの符号である。弱視者特定の符号を  

検出するために、比較回路に通すが、ここで  

8ビットのパラレルの符号に変換しておく。  

ON，OFFさせるためのリレースイッチを動  

作させるためのものである。   

比較器からの出力は、弱視者の特定侶号を  

検出したとき●hw●が出力される【d。こ  

のままでは、信号を送り続けてもスイッチは  

ON，OFFを繰り返し行ってしまう。そこで、  

タイマ回路はCRで時定数を作り出し【b】、  

その波形をシュミットトリガで構成された  

NOT 回路を通すことで一定の信号●  

High●fclが出力されるようにするものであ  

る。   

リレー駆動回路は、トランジスタのスイッチ  

ンダ動作を利用している。今回は、図望1の回  

路図からもわかるように，2つのトランジスタ  

を用いて構成しているのでリレーを動作させ  

るためには、Tl．2がON（取1はOFF）出な  

ければならない。そのためには、タイマ回路の  

出力信号【c】を、もう一度NOT回路を通して反  

転させなければならない【d】。こうすることに  

より、特定の信号が入ったときにのみリレーが  

軌作する。  

3．T 比較回路   

今臥比較回路は全て冊Dゲートで構  

成した．  

NAⅣDゲートは、2つの入力端子に常に■  

High†を供給することで出力されるデータ  

は常に● hw● であり、反転させるために  

NOT回路を必要とするが、このNOT回路  

もNAmゲートを用いて構成した。このよ  

うに同じ型のICにすることで、若干のタイ  

ムラグが出るのを防ぐようにした。直列一並  

列変換回路の出力が、設定した弱視者の特定  

信号と一致したときのみ比救国路の出力に  

は、■hw● が出力される。これは、次段の  

タイマ回路との組み合わせで∵hw■ が出  

るように設定した。  

3．8 タイマ・リレー駆動回路   

今回作製した、タイマ・リレー駆動回路の  

図を固6に示す。この回路は、比較儲からの  

出力を信号が送られている間、ONにし続け  

るようにするためのタイマと．光源装置を  

古．9 光源装薗   

使用した光源装置の定格は、電圧100V、  

消費増力60W、電流0，6A（交流）のハロゲ  

ンランプである。リレースイッチの定格  

固6 タイマ・リレー回路  
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は250VAC、3A（交流）である。従ってこ  

の光源装置をつなぐものとしては、十分な定  

格であるが、フィールド実験の場合には光源  

装置の容tが大きくなるので工夫が必要で  

ある。  

4．むすび  

電波を利用して視覚障害者を検知し、光フ  

ァイパーライチイング点字ブロックの光源  

を、ON′OFfIするための回路を試作した。   

今回は、FMラジオ用周波数帯で、微弱電  

波を送偏して実験室内で試作回路の動作を  

確認した。   

今後は、使用周波数の検討、送信機の小型  

化、出力と受信領域との関係等の検討、受信  

側の光源スイッチの電気容量専横肘が必要  

である。  
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